
別紙 

全国平均値との差 

 国語 数学 理科 

呉市教育振興基本計画〈指標〉 ＋５．０ ＋５．０     

令和８年度 － － － 

令和７年度 － － － 

令和６年度 － － － 

令和５年度 － － － 

令和４年度 ＋５．０ ＋１４．６ ＋８．７ 

全国学力・学習状況調査の結果分析と今後の取組               ◎･･･各学校 ◇･･･中学校区 

 
重
点
課
題 

◎資料を適切に引用し，自分の考えが分かりやすく伝わる文章を書くことに課題

がある。（設問２三）【書くこと】正答率 40.0％ 

◇資料を適切に引用し，文章全体の構成を整えながら書くことに課題がある。【書

くこと】 

 
改
善
の
方
策 

◎資料を引用する文章を書かせる際には，資料を適切に読み取ることが大切であ

ることに留意させ，根拠の明確さ，文章の構成や資料の活用の仕方など観点を

明確にして自分の考えを書く学習活動を設定する。 

◇資料を引用する文章を書かせる際には，資料の適切な引用の仕方に留意させ，

文章の構成や資料の活用の仕方など観点を明確にして自分の考えを書く学習

活動を設定する。 

 

検
証 

◎全国学力（設問２三）（第３学年 11月）目標 70％→ 

 全国学力（設問２三）の類似問題（第３学年 2月）目標 70％→ 

◇資料を見て条件作文を書く問題（小学校第６学年，中学校第３学年）目標 70％   

 →結果 

 
重
点
課
題 

◎すでに分かっている事柄をもとにして筋道を立てて考え，事柄が成り立つ理 

由を説明することに課題がある。(設問 9(2))【図形】（正答率 20%） 

◇図形の構成要素に着目し，図形が構成する仕方やある事柄が成り立つ理由を考

え，説明することに課題がある。【図形】 

改
善
の
方
策 

◎すでに分かっている事柄や証明できた事柄から更に分かる条件を見いだす指 

導を強化する。また，答えが常に定数になることを示す証明問題に取り組む機 

会をより多く設定する。 

◇図形の構成要素に着目し，それぞれの図形の定義と性質を区別しながら理解す

る活動を設定する。また，性質は定義から導き出された条件であることを常に

意識させながら図形の指導を行う。 

検
証 

◎◇全国学力(設問 9(2)) （第３学年 10月 第２学年 ２月） 

目標 第３学年 70％ 第２学年 50％→結果 

 
重
点
課
題 

◎自らの知識・技能や身のまわりの事象と，問題文が示していることを読みとっ

たうえで，それらを関連付け，分析して解釈し説明することに課題がある。 

（設問 4(1)）【生命】（正答率 60.0%） 

◇身のまわりの事象と関連付けて，分析して解釈し，自分の考えを持ち，説明す

ることに課題がある。【生命】 

改
善
の
方
策 

◎授業の際に，自分の身のまわりの事象とどのように関わっているかを， 

今まで以上に意識させるようにする。また，それらを自ら分析し，説明する 

ことができるように，表現する機会をより多く設定する。 

◇知識と実体験を関連付けて理解させる。データや結果を元に，自ら分析し， 

 思考を深めさせる。 

検
証 

◎全国学力（設問４（１），設問８（３））の類似問題（第２・３学年 ２月） 

 目標  第２学年 65％ 第３学年 75％→ 

◇昆虫のからだのつくりについての類似問題（小学校第６学年，中学校第３学年） 

 目標 70％→結果 

 

令和４年度 

全国学力・学習状況調査 
指導方法等の改善計画 

 

呉市立豊浜中学校 

（豊浜中学校区） 

【来年度に向けて】 

  

  

本校 74.0 ％ 
全国 69.0 ％ 

県 69.0 ％ 

本校 66.0 ％ 
全国 51.4 ％ 
県 50.0 ％ 

本校 58.0 ％ 

全国 49.3 ％ 
県 49.0 ％ 
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